
実施状況 評価 総合評価 学校関係者の意見 次年度への課題

1
「授業力向上に、授業公開・参観授業を役立てることができた」教職員
の肯定的評価90%以上

教員の肯定的評価は79.5%(-10.5)であり、今年度は目標を達成できなかった。

2
「指導方法や内容の精選、観点別学習状況評価の内容や教材の共有など
について、教科内での連携を密に行っている」教職員の肯定的評価90%
以上

教員の肯定的評価は89.5%(-8.0)であり、今年度も概ね目標を達成できた。

1

授業研究週間を年2回（各2週間）設けるとともに、協働的問題解決型の
授業公開を全教職員が行う。

授業研究週間内において458の授業が公開されており、全ての教職員が協働的問
題解決学習を実践することができた。また、教員アンケートにおいて100%の教員
が協働的問題解決型の授業の効果を実感している。

2
各教科で教科会や授業担当者打ち合わせを適宜開催し、学習指導方法や
評価の工夫や改善について検討する。

教科会を定期的に行うことはできなかったが、各教科で授業進度や評価基準の確
認、考査問題の吟味を通して、指導法および評価方法の工夫や改善を行った。

1

「週末課題や確認テストに意欲的に取り組んだ」生徒の肯定的評価80％
以上
「定期考査に向けて計画的に学習に取り組んだ」生徒の肯定的評価75％
以上

週末課題に関する肯定的評価80.0％、定期考査に関する評価72.1％であり、概ね
目標を達成できた。

2
「実力テスト・校外模試に向けて自分の目標が設定できている」生徒の
肯定的評価75%以上

肯定的評価が69％と低い値である。特に2年生では59％と低迷している。

1
シラバスや手帳、面談、集会などを効果的に活用し、計画的な学習スタ
イルを確立させる。

手帳を活用した学習スケジュール管理や各教科・学年での学習方法ガイダンスな
どを通して、生徒への啓発を行ってきた。また、長期休み以外にも各学年ごとに
個別面談を実施し、意識の高揚を図った。

2
進学室前の掲示板に試験予定を提示するとともに、具体的な目標を立て
るよう指導する。

進学室前の掲示板は、毎日チェックし、試験情報を掲示した。

1

全生徒の年間平均家庭学習時間2.8時間以上。1年生2.7時間以上、2年生
2.8時間以上、3年生3.5時間以上。

全生徒の平均2.6時間。１年生で2.3時間、2年生で2.3時間、3年生で3.2時間だっ
た。

2

家庭学習時間調査において、学習時間が1時間未満の生徒の割合を、4%
以下にする。

１時間未満の生徒は3％だった。

1

家庭学習時間調査を通して、家庭における学習状況を把握し、指導に活
用することで学習習慣を確立させる。

調査を行うごとに各学年で生徒への呼びかけを行ってきた。学習意欲の高い生徒
は習慣付いているが、意識の低い生徒との差が大きくなってきていると思われ
る。また学習以前の生活リズムや意欲の部分での課題も目立つようになってき
た。

2

ＨＲ・学年集会等を利用して学習の意義や具体的な学習方法について指
導し、授業内容の振り返りの重要性を理解させる。

長期休業前の集会や明倫セミナー、進路講演会、ＨＲでの呼びかけは行ってきた
が、気持ちの持続ができない傾向が見られる。

1

「生徒の興味関心を高める教材の研究や授業の工夫・改善を積極的に
行った」教職員の肯定的評価90%以上　　「興味・関心を持って授業に
意欲的に取り組んだ」生徒の肯定的評価80%以上

教員の肯定的評価は87.2%(-5.3)であり、昨年度よりも数値が下がったが、今年
度も概ね達成できた。また、生徒の肯定的評価は86.2%(+3.7)であり、目標値を
達成できた。

2
「SSH事業の各種活動に参加してよかった」
生徒の肯定的評価80%以上

生徒の肯定的評価は87.3%で目標を上回った。

1
文献や書物に接する機会を増やし、話題に富んだ授業を行うなど、生徒
の興味・関心を高める工夫がなされた、わかりやすい授業を行う。

SW-ingや課題研究の活動を通して、生徒が文献や書物、公文書等に接する機会を
積極的に設定した。それぞれの教員が工夫を重ねた授業実践を行った。

2
魅力あるSSH事業を展開し、未知の事柄への興味（知的好奇心）を向上
させる。

肯定的評価80.7%となり、様々なSSH事業が有機的につながったと考えられる。

1

PTA総会の保護者参加者数の割合50%以上、学年進路保護者会の参加者数
の割合、各学年75%以上

ＰＴＡ総会の参加者数は全体で157名、約32％だった。学年進路保護者会の参加
数の割合は、２年生が約69％で目標に達しなかったが、１、３年生はそれぞれ、
約88％、78％だった。

2

「ホームページは、学校の活動状況などを理解するのに役立っている」
保護者の肯定的評価70%以上

「ホームページは、学校の活動状況などを理解するのに役立っている」保護者の
肯定的評価71.4%（昨年度69.6%）で目標を上回った。

1

　PTA総会や学年進路保護者会への積極的な参加を促す。また、進路課
と連携しながら、各学年の保護者に応じた情報提供ができるよう保護者
会の内容等を充実させる。

４年ぶりに会場開催でＰＴＡ総会を実施した。

2

ホームページの更新を年間200回以上実施する。 ホームページの更新は1/31現在、170回程度の更新であった。
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重点目標 課題 評価指標と活動計画

1

学校と家庭が
連携を深め、
主体的に学習
する態度と確
か な 学 力 を
もった生徒を
育成する。

(1)
指導方法の
工夫・改善

評
価
指
標

(3)
家庭学習の
充実

評
価
指
標

C

○家庭学習時間の減少とともに、校外模
試の成績も下降していっている。成績下
位層が増えてきていることもあるが、入
学当初よりも学習時間が少なくなってお
り、共通テストになってから短期間で間
に合わせることができない内容になって
いるという現実が切実なものとして理解
できていない状況にもある。明倫セミ
ナーや大学説明会等を実施することで
日々の行動への変化を促しているもの
の、一部の生徒の意識変革に留まってし
まっている。昨年度以上に3年生の学習時
間の現象が目立ち進路実現に苦労したこ
とから１、２年生への呼びかけが急務。

活
動
計
画

(2)

計画性や目
的意識を
持った学習
習慣や態度
の育成

評
価
指
標

B

○二極化が進んでいる傾向も見られ、努
力をしている生徒がいる一方で毎日の学
習習慣が確立できていない生徒が増加し
ている。日々の授業と課題やテストを関
連付けて、入学時から根気強く指導を継
続させる必要がある。テストのための学
習ではなく、自身の進路実現のための学
習であると意識づけたい。活

動
計
画

(5)
家庭との連
携

評
価
指
標

B

Ｂ

生徒の学習習慣に
ついて、評価がＣ
になっているの
は、家庭学習時間
調査の結果だけに
なっているからで
はないか。

家庭学習時間の量
だけでなく、どれ
だけ集中している
かが重要であり、
小テスト等の成績
ではかるのも良い
のではないか。

質問項目につい
て、もう少し客観
的なものが見える
ように工夫が必要
である。
量ではなく質をは
かれるように、質
に着目したアン
ケートの実施がで
きないか。

家庭学習と授業を
繋げる取組が必要
である。

中学校では、保護
者がどのように見
ているか等のアン
ケートも実施して
いる。

子どもが、学校中
心の学習体制で進
路実現ができたこ
とはありがたかっ
た。

○日々の業務で多忙な教員も多く、授業
公開週間に参観するのも難しい場合も多
い。業務を精選する等、工夫や改善を図
る必要がある。
○次年度は全学年で観点別評価を実施す
ることになる。観点別評価についての課
題や効果を検討し、改善点について検討
していく。活

動
計
画

（所見）
評価指標につい
て、10項目中達成
できたものが6項
目達成できなかっ
たものが4項目で
あった。

授業研究週間や
ICTの活用など教
職員の授業改善に
取り組む意欲は非
常に高い。

日々の学習の先に
ある実力テストや
校外模試に向けて
の生徒の主体的で
計画的な取組は不
十分である。

家庭学習習慣の定
着については、毎
年、状況が悪化し
続けており早急な
手立てが必要な重
要課題である。特
に、３年次での減
少は意識付けから
行う必要がある。

B

　PTA総会を３年
ぶりに実施するこ
とができた。
　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの更新
回数は計画より少
なくなったが、情
報公開のタイミン
グや頻度を改善し
て肯定的評価は改
善した。
　学年進路保護者
会は、２年生が少
し少なかったが、
ほぼ目標通りに実
施できた。

○ＰＴＡ総会に先立つ授業参観や、総会
終了後の学級懇談への参加希望者は多い
一方、総会自体の参加者は少ないという
のが現状である。コロナ禍以降、各課連
絡については資料配付のみの形を取って
いるのも理由の一つと考えられる。時間
的な制約もあるが、従来通りの方法に戻
ることも検討すべきかもしれない。

活
動
計
画

(4)
興味・関心
を高める教
育

評
価
指
標

B

教職員の授業改善
等に加え、SSH等
での多様な学びの
場の提供により、
生徒の評価は非常
に高い。

○地方において科学技術人材を育成する
ため、ＩＣＴを活用した個別最適な多様
な学びを実践していく必要がある。新し
い評価の観点に適応したカリキュラムを
実践・開発する。

活
動
計
画

【備考】「評価」及び「総合評価」の評定の基準　Ａ：十分達成できた　Ｂ：概ね達成できた　Ｃ：達成できなかった



1

「小論文・講演会・ＳＳＨの諸活動などを脇高手帳に記録し、進路意識
を高めるよう努力した」生徒の肯定的評価70%以上
「授業やホームルーム活動を通して、生徒の進路意識の向上に努めた」
教員の肯定的評価90%以上

脇高手帳の利用に関しては、生徒の評価は53.5、教員の評価は82.4％とどちらも
目標に達していない。ポートフォリオの作成指導は、担任だけでは難しかった。
授業やＨＲでの指導は教員評価100％と取り組みに力を入れることができた。

2
「SSH活動は大学進学後の志望分野探しに役立った」生徒の肯定的評価
70%以上

肯定的評価は62.7%で目標を下回った。今年度は特に講演会は文理関係のない内
容であったが、生徒の進路希望に多い医療系は少なかったためと考える。

1

小論文・探究活動・講演会・SW-ingプランの活動に積極的かつ意欲的に
取り組ませるとともに、進路を考える機会となるよう指導する。授業や
ホームルーム活動の中で、生徒の進路意識を向上させるよう働きかけ
る。

小論文や探究活動など、進路に関する諸活動には多くの生徒が積極的に参加して
いたが、全く参加しない生徒もおり、ここでも二極化が進んでいる。

2
SSH活動への参加を将来の志望分野探しに役立たせる。 サイエンスカフェの回数を増やし、昨年度に続き、生徒玄関前に掲示するスペー

スを設け、生徒が主体的に自分の進路を考えるきっかけとした。

1

「先生は面談等を通じて、進路についてよく指導してくれる」生徒の肯
定的評価85%以上「教員は個人面談などを通して、個々の生徒に応じた
丁寧な進路指導をしている」保護者の肯定的評価85%以上

保護者評価、89.9％。

2
「『道標』をはじめとする各種の進路情報は充実している」生徒・保護
者の肯定的評価80%以上

保護者評価は89.6％と高かったが、生徒の評価は特に利用機会が少ない１・２年
生での評価は70％程度と少なかった。

1
定期的な個別面談や三者面談を実施するなど、きめ細やかな進路指導を
行う。

各学年とも、個別面談や三者面談は力を入れており、充実していた。

2

高大接続改革の情報を含め、必要な進路情報を生徒・保護者に分かりや
すく提供するとともに、『道標』や進路保護者会の内容を充実させる。

各学年での進路保護者会は高い出席率で、多くの保護者から好評であった。

1

生徒・保護者から希望の高い国公立大学への合格者数が、在籍生徒数の
50%以上

共通テストなし推薦の段階で、16名の合格者
3/25現在、109名合格(68.1%)

2
「部活動顧問は、生徒の学習状況を考慮してバランスのとれた活動時間
を設定している」生徒・保護者の肯定的評価80%以上

肯定的評価は生徒85.8％、保護者81.3％であった。

1

日常の取り組みを学習成績に反映させ、丁寧な進路指導を行うことで
個々の進路実現に結びつける。

共通テストになってから「追い込み型」での逆転合格が厳しくなっているもの
の、早朝より深夜まで、さらに休日も使い丁寧に進路実現に向けて担任を中心に
進路実現につなげている。

2

学習と課外活動とのバランスを取りながら、生徒の自己実現に向けた指
導を行う。

顧問はよく配慮している。今後さらに生徒保護者に向けて、重要性や価値を学校
全体で発信していくことが必要である。

1
「学校祭や球技大会などの学校行事には、積極的・主体的に取り組めて
いる」生徒の肯定的評価85%以上

肯定的評価は92.3％であった。

2
「服装・言葉遣い・時間厳守を心がけた生活をしている」
生徒の肯定的評価90%以上

生徒の肯定的評価は93.2%で目標を上回った。

1
学校祭や球技大会などの学校行事を、生徒主体で積極的に運営し、協働
意識を高め、社会性を育てる。

生徒会執行部を中心に、また各行事で実行委員を募り生徒主体で積極的に運営に
取り組んだ。

2

身だしなみについて各クラス・各学年・学校全体で継続的な指導を行
う。また、朝のあいさつ運動を毎月実施する。

定期的に職員朝礼で呼びかけ、朝のHRや学期の初めに生徒への周知徹底を行っ
た。あいさつ運動に関しては、生徒会協力の下実行し、意識が向上した。

1
「ISO清掃活動など、各種ボランティア活動に積極的に参加している」
生徒の肯定的評価65%以上

生徒の肯定的評価は72.4％であった。

2
「社会の課題解決に関する探究活動に積極的に取り組み、社会への関心
が高まった」生徒の肯定的評価75%以上

肯定的評価は78.9%で目標を上回った。

1
ボランティア活動への積極的な参加を呼びかけ、社会貢献への意識を高
める。

各クラスでの掲示や生徒会からの呼びかけ等啓発に努めた。JRC部も昨年に引き
続き、積極的に全校生徒が参加できる取り組みを考え実施した。

2
探究活動や成果の報告会などを通して生徒間の経験や知見を共有させ、
社会への関心を高める。

地元企業や地方自治体など多様な主体と連携した課題研究に取り組み、全生徒が
参加する成果発表会を実施し、自治体からも参加いただいた。

1

「GTECや英検の受検、ALTとの授業に主体的に取り組んだ」
生徒の肯定的評価60%以上

生徒の肯定的評価は73.0%(+6.2)と目標値を上回り、英語外部検定試験への積極
的な姿勢が見られた。

2

「国際社会の様々な問題に興味・関心を持ち、書籍・インターネット等
を利用して調べている」生徒の肯定的評価が55%以上

生徒の肯定的評価は56.７%(+0.1%)で目標値を上回った。

1

生徒の英語学習への意欲を高め、GTECや英検の受検をすすめる。国際理
解教育の充実をはかり、コミュニケーション能力向上のためにリスニン
グ、 スピーキング、 パフォーマンステストを取り入れる。

GTECは１・２年生の全員、英検については２級205名、準２級は91名が受験し
た。プレゼンテーションやディベート、インタビューテストなど、様々な形態の
パフォーマンステストを充実させることにより、コミュニケーション力を伸ばす
ための取り組みができた。またALTを活用することによって、活動の内容を深め
効率を高めることができた。

2

書籍・インターネット等を活用し、異文化に関する知識と正しい認識を
持たせるとともに、グローバル化に柔軟に対応できる能力を育成する。

教科書の単元に関連する内容や、プレゼンテーション学習において、インター
ネット等を活用して必要な情報を取り入れ、他者に伝えるよう努力できた。

GTECを基本にほと
んどの生徒が外部
試験を受検してお
り、リスニングテ
ストやスピーキン
グテストの実施と
合わせて、英語４
技能をバランス良
く育成することが
できた。

○新しい指導要領のもと、よりコミュニ
ケーションを意識した取り組みが進ん
だ。生徒が積極的に英語で表現する機会
を増やすことによって、生徒が自らの課
題に気づき、向上心やモチベーションを
高めることができた。
○パフォーマンステストは実施・評価と
もにかなりの時間と労力が必要である。
できる限り効率化をはかっていくことが
課題である。
○学校外の活動にも積極的に参加し、外
国人や海外の文化に直接触れる機会を増
やしたり、調べ学習をする中で世界の出
来事に目を向け、国際的な視野を持つ人
材育成をしたい。

活
動
計
画

Ａ

活
動
計
画

(所見）
 評価指標につい
て、12項目中達成
できたものが8項
目、 部分的に達
成できたものが２
項目、達成できな
かったものが２項
目であった。

(2)

個々の希望
や適性に応
じた多様な
進路指導

評
価
指
標

A

○今後さらに生徒、保護者に向けて両立
の重要性や価値を学校全体で発信して行
くことが必要である。また、両立方法に
ついても具体的な方策を生徒や保護者に
提示していかなければならない。活

動
計
画

進学実績について
は学校全体で協力
的に取り組めてお
り成果が出てい
る。

○日々の生活についてはうまく脇高手帳
を利用できていると思うが、探究活動や
校外行事の記録としては、まだまだ不十
分である。進路目標や、計画、ポート
フォリオとしての記録を自ら積極的に行
わなければ、出願に際して問題が起こっ
ているという実態ももっと提示していく
必要がある。

○定期的な面談週間を超えて、個人面談
を行っている。そのため、進路目標を持
てない生徒が減少した。保護者の進路保
護者会への参加率の増加も、進学に対す
る関心の深さを感じる。

保護者の期待に応
える進学実績が出
ていることは大変
素晴らしい。

部活動の充実・国
公立大学合格者数
増加は嬉しい。是
非、東京大学への
進学も期待してい
ます。

卒業生が、高校時
代の地域の課題に
ついての探究活動
の経験を基に、自
治体の職員等に採
用され活躍してい
る。今後も、行政
と高校との連携を
深めることが望ま
しい。

受験方法が多様化
しており、ＳＳＨ
（探究活動）で身
につけたことが活
かされていると思
われる。

ＳＳＨのテーマに
ついて、地域性を
活かした研究課題
を生徒がうまく見
つけているので、
それを包括できる
ようなテーマが望
ましいのではない
か。

ＳＳＨの成果発表
からは、生徒の成
長がうかがえる。
ＳＳＨ事業は是非
継続をお願いした
い。

　生徒会や実行委
員が中心となって
アフターコロナで
の学校行事にこれ
までの経験を生か
しつつ積極的に取
り組むことができ
た。
　朝のあいさつ運
動は生徒主体にし
て、交通指導と併
せて実施できた。

○アフターコロナでの行事の在り方を、
生徒会や実行委員を中心に工夫して活動
することができた。次年度は、この経験
をもとにさらにブラッシュアップさせた
い。
○身だしなみやあいさつに関しては、あ
る程度指導し、生徒の意識は向上してい
る。しかし、交通マナーや公共の場での
マナーについて各所から苦情が多く寄せ
られており課題となっている。

活
動
計
画

　脇高手帳を有効
に利用することに
より、日々の反省
や目標設定ができ
るが、活用し切れ
ていない恐れがあ
る。
　SSHへの取組が
志望分野探しに役
立っている。

活
動
計
画

(3)

生徒保護者
が希望する
進路目標の
達成

評
価
指
標

A

○高校生としての成長や進路実現に向け
て、ボランティア活動等社会貢献の意識
が高まっている。特にＪＲＣ部や生徒会
が中心となり、能登半島地震災害義援金
の募金活動等に取り組むなど、生徒はも
ちろん地域の方々にもご協力いただいた
ような活動も実施できた。今後ますます
生徒全体が参加への意識を持てるような
広報や啓発を行っていかなければならな
い。

探究活動等では地
方自治体等との連
携を深めて地域課
第に取り組むこと
で社会貢献に対す
る意識の高まりが
窺える。

望ましい職
業観・早期
の進路意識
の育成

評
価
指
標

B

(5)

将来、社会
に貢献しよ
うとする人
材の育成

評
価
指
標

A

(6)

グローバル
化に対応で
きる人材の
育成

評
価
指
標

A

(4)

将来、社会
において活
躍しうる脇
高生の育成

評
価
指
標

A

活
動
計
画

2

高 い 志 を 持
ち、目標の実
現に向けて努
力し、将来、
社 会 の リ ー
ダーとして活
躍しうる生徒
を育成する。

(1)

【備考】「評価」及び「総合評価」の評定の基準　Ａ：十分達成できた　Ｂ：概ね達成できた　Ｃ：達成できなかった



1
「清掃活動に積極的に取り組んでいる」生徒の肯定的評価80%以上 生徒の肯定的評価は91.3％（+2.0）と目標数値を上回ることができた。

2
「防災訓練に、関心を持って積極的に参加している」生徒の肯定的評価
80%以上

生徒の肯定的評価は82.1％（+1.9）と目標数値を上回ることができた。

1
快適な環境で学習できるよう、清掃活動やゴミの分別に積極的に取り組
ませる。

ゴミの分別は十分できており、教室内の環境整備にも努めている。また、各学年
で学校周辺の清掃活動を行っている。

2

高校生防災士を活用して、参加体験型訓練など体験を重視した活動を取
り入れ、防災に対する関心を高め、家庭でも学校でも積極的に行動でき
るよう指導する。

避難訓練では避難経路の確認や防災に対する意識の向上に努めた。3月の防災訓
練は参加体験型として、煙体験避難訓練や防災クラブ員がリーダーとなって消火
訓練等を行う予定である。

1
「ホームルーム活動や部活動を通して、自分自身が成長できていると感
じる」生徒の肯定的評価80%以上

生徒の肯定的評価は87.2％であった。

2
「授業や小論文・講演会などを通じ、社会的問題を主体的に考える意識
が高まった」生徒の肯定的評価80%以上

生徒の肯定的評価は80.5%(+0.3)となり、目標を達成できた。

1
ホームルーム活動や部活動を通して、集団の中での役割や立場を理解
し、仲間と協力して目標に向かって努力できる生徒を育成する。

コロナ禍での経験を生かしながら、新たな活動にも取り組むことができるように
なり、生徒を成長に繋がる機会が増えてきたと考えられる。

2

主権者教育年間計画表に従い、主権者意識を高めるための授業、ホーム
ルーム活動、総合的な探究の時間、学校行事を実施する。

教科学習や探究活動において協働性を育んだ他、生徒会役員選挙を活用した模擬
投票を実施したり、3年生の年金講座を通して、社会の一員としての自覚や主権
者意識を高める取り組みを行った。

1

「交通安全・交通マナーについて、日ごろから十分意識し、守ってい
る」生徒の肯定的評価90%以上　　交通事故等を昨年度より減少させ
る。

生徒の肯定的評価は94.1%で目標を上回り、交通事故車数も昨年より減少した。

2

「携帯電話やスマートフォンは利用時間を意識している」生徒および保
護者の肯定的評価80%以上
「携帯電話やスマートフォンはルール・マナーを意識して使用してい
る」生徒および保護者の肯定的評価80%以上

利用時間に関して生徒の肯定的評価は66.7%、保護者の肯定的評価は54.1%で目標
値を達成できなかった。マナーに関しては生徒の肯定的評価は90.9%、保護者は
82.6%で目標を達成した。

1

バイクの安全運転実技講習会を開き、車体検査を行う。また、登校指導
を毎月行うなど、交通安全教育を徹底する。

定期的に職員朝礼で呼びかけ、朝のHRや学期の初めに生徒への周知徹底を行った
バイクの安全運転実技講習会や車体検査を実施し、交通安全教育を徹底した。事
故車件数は原付が２件、全体でも８件と減少した。

2

個人面談や家庭及び関係機関との連携を行い、情報モラルを身につけさ
せるとともに、携帯電話やスマートフォンの利用時間やルール・マナー
を意識して使用させる。

定期的に職員朝礼で全職員に呼びかけ、朝のHRで生徒への周知徹底をはかった。
スマートフォン安全教室も実施し、ルール・マナーの向上に努めることができ
た。また、保護者の協力もあり90%近くの生徒が十分意識して使用している。

1

「子どもは学校から発信された健康情報などを参考にして、自分の健康
や生活に気をつけた生活をしている」保護者の肯定的評価70%以上
「掲示物などを通じて、時候や生徒の生活状況に応じた効果的な指導が
できている」教職員の肯定的評価90%以上

「子どもは学校から発信された健康情報などを参考にして、自分の健康や生活に
気をつけた生活をしている」保護者の肯定的評価72.0%
「掲示物などを通じて、時候や生徒の生活状況に応じた効果的な指導ができてい
る」教職員の肯定的評価92.3%

2 「緊急時に救急措置(AEDを含む)をすることができる」教職員100% 「緊急時に救急措置(AEDを含む)をすることができる」教職員の肯定的評価94.9%

1
時節や生徒の生活状況に応じて保健だよりを定期的・臨時的に発行する
など、効果的な保健指導を行う。

保健だよりは基本的に月に１回発行し、教室掲示で生徒がいつでも読めるように
している。

2
教職員に加え部活動生徒への救急法講習会を実施するなど、校内救急体
制の充実に努める。教職員対象救急法講習会(年1回実施)

教職員は学年団ごとに緊急時対応講習会を実施し、生徒には消防の普通救命講習
会を開催し、予防も含めた校内救急体制を確認することができた。

1

「悩みや不安を親身に聞いてくれる先生や友だちがいる」生徒の肯定的
評価90%以上
「先生は保護者や子どもの相談に誠実に対応してくれている」保護者肯
定的評価85%以上
「自己理解調査や職員研修を活かし、学級や部活動などで生徒の居場所
づくりに努めることができた」「悩みや不安などの困り感を抱えた生徒
に対して、組織として迅速かつ臨機応変な対応ができるように努めた」
教職員の肯定的評価90%以上

生徒の肯定的評価は92.8%、保護者の肯定的評価91.6%、「自己理解調査や職員研
修を活かし、　学級や部活動などで生徒の居場所づくりに努めることができた」
の教員の肯定的評価は94.9%、「悩みや不安などの困り感を抱えた生徒に対し
て、　組織として迅速かつ臨機応変な対応ができるように努めた」の教員の肯定
的評価 89.7%でほぼ目標を達成することができた。

2
「生徒が安心して過ごせる教室や部活動の環境整備、授業づくりの工夫
ができた」教職員の肯定的評価90%以上

教員の肯定的評価は94.9%で目標を達成することができた。

1

悩みや不安など、様々な困り感を抱えていながらも言い出せない生徒が
いることを常に意識し、生徒が相談しやすい環境づくりと誠実な対応に
努める。

人権教育課と連携し、特別支援教育についての職員研修を実施した。配慮を要す
る生徒が増えてくるなか、合理的配慮について具体的に学ぶことができる機会と
なった。

2

担任をはじめ教科担任や部活動顧問、関係機関とも連携し、生徒が安心
して学校生活を送れるよう工夫し、組織として、迅速かつ臨機応変な対
応に努める。

不登校や悩みのある生徒について、 保護者と連携し医療機関の受診やスクール
カウンセラーの利用をすすめるなど、 関係機関とも連携できた。

活
動
計
画

(5)
教育相談及
び特別支援
教育の充実

評
価
指
標

A

○生徒や保護者の肯定的評価を過信する
ことなく、担任・学年・部活動顧問等で
連携しながら生徒の悩みに迅速に対応し
ていく。
○スクールカウンセリングを希望する生
徒や保護者は多いが、　時間に限りがあ
り希望者全員の要望に応えられないこと
がある。配置時間を増やしてもらえるよ
う要望していきたい。
○子どもと家族の関係が希薄で、　悩み
や不安の原因が分かるまでに時間を要し
たり、　家庭の協力が得られにくかった
りするケースが増えている。担任や学年
団だけでなく、関係機関とも連携しなが
ら早期に対応していくことが課題であ
る。

活
動
計
画

　実施形態を工夫
しながら避難訓練
を実施し、防災意
識の向上に努めて
おり、成果がでて
いる。

(3)

基本的生活
習慣の育
成、安全教
育の推進

評
価
指
標

B

○朝のHRや集会などを通して交通安全や
交通マナーについて周知を徹底したが、
自転車の通行マナーや公共の場における
マナーに関して苦情が多く寄せられてお
り課題がある。またヘルメットの着用率
の向上も求められる。
○携帯電話やスマートフォンをルールや
マナーを意識して使用しているという生
徒の割合は高い。しかし、依然としてSNS
でのトラブルなどが発生しており、使用
に関しては注意喚起を行っていく必要性
がある。

　交通安全・交通
マナーに対する生
徒の意識は高い。
しかし、地域から
の苦情はなかなか
減っていない現状
がある。

　
　携帯電話やス
マートフォンにつ
いては、利用方法
についての意識は
高い。しかし、利
用時間に対する生
徒の自覚を促すと
ともに、保護者の
理解と協力を求め
ていく必要があ
る。

　悩みや不安を抱
えた生徒や保護者
からの相談に誠実
に対応し、スクー
ルカウンセラーに
よるカウンセリン
グを定期的に実施
し、必要に応じて
関係機関と連携で
きており、生徒・
保護者の満足度も
高い。

活
動
計
画

(4)
保健指導の
充実

3

自己有用感や
自己肯定感を
育み、仲間と
協働できる豊
か な 心 を 持
ち、公共心と
社会性を備え
た、たくまし
い生徒を育成
する。

(1)

環境美化・
防災に対す
る意識の向
上

評
価
指
標

A

活
動
計
画

評
価
指
標

A

Ａ

○環境美化については、学校内外でゴミ
の分別や環境整備に今後とも取り組んで
いきたい。また、学期に一回の学校近く
の大谷川周辺の清掃活動も継続していき
たい。
○防災については、引き続き避難訓練や
Ｊアラートでの訓練を通して生徒に意識
付けをしていき自ら行動できるように
なってもらいたい。また、高校生防災士
の受講生を確保して生徒たちが防災に対
しての知識を得ていざという時にリー
ダーとなって行動できるようになっても
らいたい。

活
動
計
画

評価指標につい
て、14項目中達成
できたものが12項
目、部分的に達成
できたものが1項
目、達成できな
かったものは1項
目であった。

(2)
集団や社会
の一員とし
て協力

評
価
指
標

A

○協働的な雰囲気の中でホームルーム活
動や部活動が行われている。集団への帰
属意識を高め、さらにその中で自分の果
たす役割を常に考えさせ、生徒自身を成
長させる活動を進めていきたい。

○生活習慣や食生活をはじめ、感染症対
策も日常となり、健康情報に関しては生
徒自身が行動判断するための正しい判断
材料を提供していく必要がある。栄養士
や保健師等専門家の講演会を企画する予
定である。

【備考】「評価」及び「総合評価」の評定の基準　Ａ：十分達成できた　Ｂ：概ね達成できた　Ｃ：達成できなかった



1

「人権問題について学んだことを、日常生活に活かそうとしている」生
徒の肯定的評価85%以上
「子どもが学校で人権問題について学んだことを、家庭で話し合う機会
がある」保護者の肯定的評価45％以上

生徒の肯定的評価は90.4％で、目標を達成することができた。保護者の肯定的評
価については46.4％で目標を達成することができた。

2

「人権学習ホームルーム活動は充実している」生徒の肯定的評価85%以
上
「すべての教育活動の中で、人権に配慮した指導ができている」教職員
の肯定的評価95％以上

生徒の肯定的評価は91.3％で目標を達成することができた。教職員の肯定的評価
は100％で高い評価となった。

1

人権問題をより身近なものとして捉え、実践的態度につなげるために、
人権委員が主体となり「脇高人権の日」のテーマ設定や資料づくりを行
う。また、その日のテーマを家庭でも共有し、広がりある人権教育に結
びつける。

「脇高人権の日」のテーマ設定や資料づくりを1・2年生の人権委員が１～2クラ
スずつで担当した。高校生の視点を取り入れたテーマで、主体的に資料作成に取
組む姿勢が見られた。「人権の日だから語る会」への人権委員・人権同好会
「虹」の生徒以外の参加者は少なかった。

2

 生徒の実態に合わせてホームルーム活動で扱うテーマを再構成するとともに、
各学年で指導案や資料を十分に検討し、生徒の主体的な活動を積極的に取り入れ
る。また、多くの教員が指導に関われるように工夫する。これらの活動を柱に、
すべての教育活動の中で人権に配慮した指導の実現を図る。

人権ホームルーム活動の指導案や資料の準備に関して、各学年の担当者を中心に
十分に検討して進めることができた。全15クラスで副担任の教員がホームルーム
活動を行う機会を持つなど、多くの教員が指導に関わることができた。

1
「修学旅行・文化祭などの学校行事を通して、芸術や文化活動に積極的
に取り組んだ」生徒の肯定的評価80%以上

生徒の肯定的評価は92.3％であった。

2

「普段から読書に親しんだり、新聞等の社会的なニュース記事を読んだ
りするように心がけている」生徒の肯定的評価60%以上
図書の貸し出し数・入館者数の増加

アンケート結果によれば、64.8％の生徒が肯定的な評価をしており、上記の目標
は達成できた。ただ、図書館の貸出数・入館者数は双方とも昨年度より減少して
いる。

1
修学旅行・文化祭などの学校行事の中で芸術や文化に触れる機会を設
け、芸術・文化について理解を深めるとともに、豊かな情操を養う。

修学旅行は計画通り実施することができた。生徒は文化祭や文化部活動等、芸術
や文化に触れる機会を積極的に持とうとしていた。

2

読書推進週間を設け、図書館だよりの充実や読書の推進を図る。 ビブリオバトル、クラス読書会の実施に加え、放課後読書会を開催したり、図書
館だよりで図書委員や先生方のおすすめ本を紹介したりして、読書推進を図っ
た。

1

「業務の効率化や会議の縮減等の業務改善に取り組んでいる」教職員の
肯定的評価80%以上。

教員の肯定的評価56.4%で昨年度から16％減少しており、目標は達成できなかっ
た。

2

時間外勤務時間が、年平均で月４５時間以内。 １月末現在で46.1ｈで目標は達成できなかった。また、48名中18名が45を超えて
いる。

1

日常業務の効率化を図るとともに、会議の精選や会議時間の短縮を推進
する。

今年度も補習日数の削減など昨年に引き続き業務縮減に努めたが、根本的な改善
にはならず、多忙感を払拭するには至らなかった。

2

勤務時間を意識した働き方を推進するとともに、週末の部活動等につい
ても計画的に時間短縮に努める。

週末の部活動について時間短縮するための取組ができなかった。
推薦入試等に向けての指導の効率化への取り組みができなかった。

Ｃ

部活動指導・進路
指導と働き方改革
との両立は難し
い。尽力している
教員が報われる報
償等は検討できな
いか。
負担軽減をはかる
ためにも、デジタ
ルの活用も必要で
ある。

活
動
計
画

　業務の効率化等
を進めてはいる
が、新規の業務等
もあり、業務縮減
には至っていな
い。

4

働き方改革に
取り組み、教
職員のワーク
ライフバラン
スを推進す
る。

(1)
業務改善と
意識改革

評
価
指
標

C

(7)

感性豊か
で、調和の
とれた人間
性の育成

評
価
指
標

B

　修学旅行は計画
通り実施すること
ができた。文化祭
は保護者への公開
を実施することが
でき、生徒の活躍
する場を広めるこ
とができた。ミラ
イ文化祭の開催も
決定しており芸術
や文化に触れる機
会を提供できた。

○芸術や文化活動をする機会は回復して
きている。コロナ禍で習得したことを生
かしつつ、今後もどんな状況下において
も、創意工夫し積極的な取り組みができ
るようにしていきたい。
○生徒アンケート結果からは読書への親
しみ・社会的ニュースへの関心について
は目標を達成できた。今年度、トイレ改
修工事等で図書館を活用した授業が減少
したことも影響したものと思われる。次
年度はぜひ改善したい。

活
動
計
画

人権教育の
推進

評
価
指
標

A

人権学習ホーム
ルーム活動に対す
る評価が非常に高
く、日常生活にお
いて人権を尊重し
ようとする姿勢が
見受けられる。
「脇高人権の日」
の運営について
も、 身近な人権
問題をテーマに取
り上げ生徒主体で
行うことができ
た。

○生徒が人権問題についての学びを、
日々の生活に反映させられるよう、生徒
の身近な内容を取り上げたり、家庭との
連携をより一層図る等の工夫をしたい。

○「人権の日だから語る会」参加者数を
増加させるために広報活動に努め、気軽
に参加できる雰囲気作りに励みたい。家
庭への広報活動についても、ホームペー
ジの内容をより充実させるなど工夫した
い。

○人権学習ホームルーム活動について
は、さらに多くの教員が指導に関われる
ように工夫していく。

活
動
計
画

3

自己有用感や
自己肯定感を
育み、仲間と
協働できる豊
か な 心 を 持
ち、公共心と
社会性を備え
た、たくまし
い生徒を育成
する。

(6)

○報告・回覧ですむ会議等を洗い出し、
業務縮減に努める。
○各分掌間で連携して行事の精選や見直
しを検討するとともに、各分掌内でも、
課員個々が抱えている業務量を勘案して
業務分担を見直すなど、業務の平準化に
努める。
○入試対策の指導を組織的・計画的に行
うよう更に努める。
○週末の部活動等についても計画的に時
間短縮に努める。

【備考】「評価」及び「総合評価」の評定の基準　Ａ：十分達成できた　Ｂ：概ね達成できた　Ｃ：達成できなかった


